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し や

世界は広い 広い視野を持とう！ （番 外 編）
ばんがいへん

～みんなの知らない中学、高校の世界～
しわす おおいそが じき

今日から 12月 12月は、師走 といって先生方は大忙しの時期に入ります。みんなは、

12月は冬休みがあって もある。

今年の大みそかは「親のいうこときかねぇ～ のはおらんかぁ～」と さまがやってきそ
こわ よくじつ

うでちょっぴり怖いけど，翌日は新年。お正月 お年玉ぁ～

楽しいことがいっぱいですね。

はつかいがいりょこう お

さて、今日は、前２回の番外編です。 初海外旅行で起こったふつうでは起こらない？
たいけん つた

体験を２回に分けてみんなには伝えました。では、９年前中学校で音楽教師(３年担任)だった私は、

中学生にどう伝えていたか？ 次の文章は、私が初めて海外に出たこの年の卒業文集に、書いて
おく きび

贈ったものです。（中学生にむけてなので、内容がむずかしいです。そして厳しい！ お家の人と

読んでくださいね。）

はじめての海外旅行で感じたことを、当時の中学生たちにすなおな気持ちで伝えようと思いまし
た。
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りとう

前のページの文章を贈った学校は、甑島と同じ鹿児島県の離島で、中学校です。
めんせき

面積は、甑島の約４倍。人口は約７倍の島です（どこかわかりますか？）。

この島は、高校が２つあったので島立ちすることなく、中学卒業後、多くの生徒が島内の高校に

通っていました。ですから島立ちは、高校卒業後の 18歳 だったんですね。
じょうきょう

わぁ～ いいなぁ～ と思うかも知れません。 ただ当時の状況は大変でした。

かんちが

勉強しなくても高校には行ける ♫ と変な勘違いをして、中学校で勉強しない生徒が多かったん
ぎむきょういく あま

です。すると、いざ高校へ行ってみると、高校は義務教育ではないので、甘くはありません。
いっしょ かんたん

テストで点数が取れなかったら上の学年にみんなと一緒に上がれなかったりする。すると簡単に
ふんいき

高校をやめてしまう…。 とうぜん中学校も落ち着いた雰囲気とは言えませんでした。ですから、

かなり厳しい指導をしました。目の前の高校進学を甘く見ている中学生には、もっと先、高校卒業
しょうらい と しりょう げんじつ せま

後の将来を問い、資料を作り現実を見せ、そして 学びをなめるな！ と迫ったんですね。

この年卒業した生徒たちは、私がこの島に行って２年目の子供たちで、学校が変わるきっかけを

多く作ってくれました。 そしてその次の年の学年では、
の のうりょく

勉強すれば伸びる能力があるのに、ゲームばかりして勉強しない… そんな生徒の家には、
ひび いちおう ゆる え ばん はん ころ

夜、バイクの音が響くのです。一応？ 本人と親の許しを得て、晩ご飯食べ終わった頃、ヘルメ
かいしゅう べんきょう たい

ット持ってお家に回収に行き、夜 11時頃まで学校で勉強するその名も、勉強し隊 というものが
そしき （お迎え） ていき だいやくしん

組織されました。するとどうでしょう？ 次の定期テストでその 勉強し隊 が大躍進をとげたので
もう あま

す。私もぼくも 勉強し隊 に入りたいです！ と申し出る生徒も出てきましたが、甘えるな！
つ はな かいさん

と、突き放し、 勉強し隊 は、１ヵ月ほどで解散しました。
だれ まな たよ なんじゃくもの

誰のための学びか？ おまえたちは、人を頼らなければ勉強できない軟弱者か？

自ら学べ！
けいぞく

この学年は、５クラス 164名。その後日々 120分以上の家庭学習を継続するようになります。
けんほんど ふ

すると、中学卒業段階で、自分の高めた力をバネに県本土の高校へ進学するものが増え、地元の
ちょうなんかん

高校に進学した生徒の中からも、超難関とよばれる 東京大学 に進学するものまであらわれました。
きちょう

勉強がすべてではありません。けれども、「貴重な時間を目先の楽しみにばかりに使って、将来
かのうせい じだい なま

の可能性をドブにすててどうする。あなたたちが生きる時代は、生やさしい時代ではない」
しめい おも たし

次の時代へ、バトンをわたす者の使命としてこういう想いがあったことは確かです。

ちが してん りかい

今日は番外編です。 いつもと違う視点で、小学生では理解できないかも知れないことを書いて

みました。 いろいろな世界を知ることが、より見える世界が広がる。視野が広がる。 そういう
ねが

ことにつながってくれればと、願っています。


